
事業番号 実施計画の交付対象事業の名称 事業概要（目的） 事業費（円） 充当額（円） 実施状況 効果 事業担当課

1
愛知県・一宮市新型コロナウイルス感
染症対策協力金

緊急事態宣言の期間中、休業要請又
は営業短縮要請に協力した事業者に
協力金を支給することにより、雇用の
維持及び事業の継続を図る。

966,521,913 483,261,913

事業者1,932件に50万円の協力金を交
付した。

感染拡大防止に協力し休業した事業
者の事業継続に寄与した。

産業振興課

3
一宮市新型コロナウイルス感染症対
策協力金

緊急事態宣言の期間中、県が定める
業種における各種要件等に該当せ
ず、県の協力金の対象とならなかった
事業者で、休業に協力が得られた事
業者に協力金を支給することにより、
雇用の維持及び事業の継続を図る。

69,240,129 69,240,129

事業者692件に10万円の協力金を交
付した。

感染拡大防止に協力し休業した事業
者の事業継続に寄与した。

産業振興課

4 一宮市持続化給付金

国の持続化給付金受給要件である売
上減少率（売上が前年同月比50％以
上減少）には満たないものの、売上が
前年同月比で30％以上減少している
事業者に対し、市独自で給付金を支給
することにより、雇用の維持及び事業
の継続を図る。

32,363,753 32,263,753

個人事業者204件に最大8万円、法人
158件に最大10万円交付した。

売上が減少した事業者の事業継続に
寄与した。

産業振興課

5 一宮市小中学生給付金

家庭学習のための通信費や教材費へ
の支援として給付金を支給することに
より、児童及び生徒等の学習機会の
確保を図る。

161,544,000 161,544,000

32,297人の児童生徒等に5,000円の給
付金を交付した。

コロナ禍における児童生徒の家庭学
習を支援することができた。

教育部総務課

6 町内会等に対する３密対策への支援

町内会・地域づくり協議会等に非接触
型温度計、消毒液を配布し、感染拡大
を防止する。

11,813,520 11,813,520

町内会・地域づくり協議会等の841団
体に、非接触型温度計1,005本、消毒
液7,223本を配布した。

地域コミュニティにおける新型コロナウ
イルスの感染拡大防止に寄与した。 市民協働課

7
自転車利用者に対する３密対策への
支援

公共交通機関における３密を避ける手
段として自転車を利用する方にヘル
メット購入額の2/3を補助する。 4,972,300 3,591,600

購入金額の2/3（上限3,000円）を1,273
件に補助した。

公共交通機関利用通勤者に対し、感
染リスクの低い自転車利用への変更
を促すことで、新型コロナウイルスの感
染拡大防止に寄与した。

市民協働課

90,562,214 90,562,214

(2,195,512) (2,195,512)

4,382,532 4,382,532

N95マスク2,880枚、KN95マスク5,840
枚、防塵マスク4,280枚、人工呼吸器に
装着するフィルター450個購入した。

消防本部消防救
急課

827,695 827,695

出動用保護ゴーグルを消防団員に５０
５個購入した。
内訳：消防団幹部５名に各１個
　　　　２５消防分団に各２０個

消防本部総務課

危機管理課

9
消防職員・消防団員に対する感染症
対策

出動時に装着する防護マスク、人工呼
吸器に装着するフィルター、消防団員
の装備として保護ゴーグルを購入す
る。

交付金で購入した感染対策資器材に
より、救急現場で活動する救急隊員や
災害現場等で活動する消防団員の感
染対策を行うことができた。

8
災害備蓄物資充実事業
【繰越事業】

通常の避難所及び新型コロナウイルス
感染症対策で新たに開設する避難所
でコロナウイルス対策を行うための衛
生用品等と専用スペースや避難者間
の間隔確保のための用品を購入す
る。　避難状況をリアルタイムで把握す
るため、避難所にWiFi機器と端末を整
備する。

消耗品として使い捨てマスク、手指消
毒用アルコールなど28品目、備品とし
てワンタッチパーテーション、サーキュ
レータ-など33品目を購入した。

《主な消耗品》
使い捨てマスク521,500枚
手指消毒用アルコール2,000本
防護服2,562着

《主な備品》
ワンタッチパーテーション305張
サーキュレーター53台
非接触型体温計140個

避難所における新型コロナウイルス感
染症の感染拡大防止対策を拡充する
ことができた。
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11
小中学校スクールサポートスタッフ・学
習指導員配置事業

新型コロナウイルスの影響により多忙
となっている教師の負担軽減を図るた
め、授業準備の補助、教室内の換気
や消毒などを教師に代わって行うサ
ポートスタッフを配置する。
休校となった4・5月分の授業時間を確
保するため、夏季休業期間の一部に
授業を行うことに伴い学習指導員を配
置する。

5,087,302 5,087,302

・サポートスタッフは、7月から翌年3月
までの9か月間、小中併せて60校に83
人を配置した。

・学習指導員は、夏季休業期間中に小
中併せて45校に65人を配置した。

※事業番号51の関連事業。内容は事
業番号51との合計。

・教師の業務支援を行うスクールサ
ポートスタッフを配置することで、感染
対策などにより多忙となった教師の負
担を軽減することができた。また、サ
ポートスタッフが実施する教室内の換
気や消毒等により、十分な感染対策を
講じた学習環境を提供することができ
た。
・夏季休業期間を短縮して行う授業に
おいて学習指導員を配置することで、
休校期間中に実施できなかった授業を
補うことができた。

学校教育課

12 学校給食共同調理場等熱中症対策

臨時休校により不足する授業時間を確
保するため、夏休み期間が短縮され、
酷暑の中、給食提供を行う必要が生じ
た共同調理場及び単独調理校の給食
室において、熱中症を防止するため、
スポットクーラーを増設する。

9,031,000 9,031,000

共同調理場2場及び単独調理校14校
にスポットクーラー473千円×8台、374
千円×13台、385千円×1台を増設し
た。

給食室の職場環境の改善やマスク着
用等コロナ対策を講じる過程で伴う熱
中症の防止に寄与するとともに、学校
の臨時休業に伴う対応を円滑に進め
ることができた。

学校給食課

21,323,000 21,323,000

以下の指定管理事業に対し、指定管
理施設事業継続支援金を支払った。

・大野極楽寺公園他2公園　2,790,000
円
・ツインアーチ138　　18,533,000円

指定管理施設を維持し、適正な運営を
継続するための支援をすることができ
た。
さらに新型コロナウイルス感染症拡大
防止対策のための備品（ペダル式消
毒スタンド・非接触型自動検温システ
ム・受付アクリル板）を購入すること
で、コロナ対策を行いながらの営業が
できた。

公園緑地課

140,658,000 140,658,000

以下の指定管理事業に対し、指定管
理施設事業継続支援金を支払った。

・尾張一宮駅前ビル　22,830,000円
・一宮地域文化広場　6,300,000円
・市民会館　26,600,000円
・一宮スポーツ文化センター・一宮市ス
ケート場　　36,490,000円
・アイプラザ一宮　11,500,000円
・体育館施設等　20,000,000円
・スポーツ施設　16,938,000円

指定管理施設を維持し、適正な運営を
継続するための支援をすることができ
た。
さらに新型コロナウイルス感染症拡大
防止対策のための備品（空気清浄機・
非接触型体温計）を購入することで、コ
ロナ対策を行いながらの営業ができ
た。

指定管理課

22,817,000 22,817,000

次の指定管理事業に対し、指定管理
施設事業継続支援金を支払った。
・エコハウス１３８　　21,904,320円
・ゆうゆうのやかた　　 912,680円

新型コロナウイルス感染症拡大防止
のための消毒用消耗品、喚起対策用
備品、非接触型体温計などを購入し、
エコハウス１３８・ゆうゆうのやかたの
施設利用者へのサービスを低下させる
ことなく、コロナ対策を行いながら役務
の提供を行うことができた。

施設管理課

14 中小企業への金融支援

中小企業者の支援として、補助対象の
融資制度を利用した場合に必要となる
信用保証料の50％を補助する。また、
補助対象の融資制度を利用した場合
に必要となる当初支払う利子の1年分
（半年毎）を補助する。

134,727,900 93,795,200

175件に83,272,700円の信用保証料の
補助金、141件に10,522,500円の利子
補給の補助金を交付した。

売上が減少した事業者への融資制度
利用を促進したことにより事業継続に
寄与した。

産業振興課

13
指定管理施設の事業継続に対する支
援

指定管理施設の適正な運営に支障が
生じている指定管理者に対し、新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止対策の
実施を条件に、施設の維持又は継続
のための経費として、支援金を支給す
る。
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15 貿易振興事業等補助金

国内外の見本市等へ出展する事業者
に対して、国内については補助限度額
の増額（5万円→6万円）、海外につい
ては、申請回数の増加（1回→2回）し、
事業の活性化を促進する。

160,000 120,000

事業者8社に国内展示会の出展料に
対して6万円補助した。

積極的に事業活動を行う事業者へ支
援することにより地域経済の下支えに
なった。 産業振興課

16
一宮市複合商業施設等入居事業者休
業協力支援金

愛知県の緊急事態措置に伴い、複合
商業施設等の運営者・管理者等から
の休業要請により、自らの意思に基づ
くことなく休業を余儀なくされた事業者
に対して、20万円を支給する。

2,000,000 1,000,000

大型商業施設のテナントの事業者10
件に20万円交付した。

感染拡大防止に協力し休業した事業
者の事業継続に寄与した。

産業振興課

17 3密対策リフォーム等補助金

市内に事業所を有する中小企業等、
小規模事業者、個人事業主が実施す
る３密対策リフォーム等の取り組みに
要した経費の一部を補助する。対象経
費2/3　上限額20万円

276,071,000 257,145,000

事業者1870件に最大20万円の補助金
を交付した。

感染対策をしながら経済活動を促進さ
せ、事業継続に寄与した。

産業振興課

18 一宮市雇用調整助成金申請支援金

雇用調整助成金を活用して雇用維持
に努める事業者を支援するため、１事
業者あたり5万円の支援金を支給す
る。

31,500,000 31,500,000

事業者630件に補助金を交付した。 事業規模の一時的な縮小を行った事
業者の雇用維持に寄与した。

産業振興課

19 一宮市高収益作物次期作支援交付金

令和2年2月～4月の間に野菜、花き、
果樹、茶について出荷実績のある又は
廃棄等により出荷できなかった生産者
に対して、国支援金の交付対象者のう
ちコロナの影響により減収した金額が
国の交付金をもっても補填されない農
業者に対し未補填額を上限に交付。
※交付単価：国の交付対象者による取
組計画書の次期作面積0.1aあたり100
円

113,500 113,500

国支援金の交付対象者数10件の内、
申請件数は6件あった。

新型コロナウイルス感染拡大に伴うイ
ベントや冠婚葬祭、店舗の営業自粛等
により需要が大きく減少し、野菜、花き
の市場価格が著しく下落する中、国支
援金の未補填額を交付したことで、事
業（農業経営）継続へ寄与した。 農業振興課

20 一宮市新生児特別給付金事業

国の特別定額給付金の基準日（令和2
年4月27日）の翌日4月28日から令和3
年3月31日までに生まれた新生児を対
象としてその父または母に給付金（5万
円/人）を支給する。

116,852,792 116,852,792

延べ2,331人の新生児の保護者に5万
円/人を支給することができた。

国の特別給付に該当しない新生児の
保護者に給付することでコロナ禍にお
ける当該世帯の経済的負担軽減の一
助となった。

市民課

21
高齢者に対する健康支援及び生活支
援

要支援認定者、事業対象者に健康支
援グッズを配布する。また、後期高齢
者の新しい生活様式を支援し、同時に
キャッシュレス社会への移行を促すた
め電子マネー3,000円（相当分）を配付
する。

216,968,976 216,968,976

【健康支援グッズ】
配布者数　歩数計 1,241人
　　　　　　　バランスボール 940人
　　　　　　　電動歯ブラシ 1,217人
　　　　　　　温湿度計 1,432人
【電子マネー】
配付者数　53,908人

【健康支援グッズ】
虚弱な高齢者のコロナ禍における介護
予防に役立った。

【電子マネー】
電子マネーを知っていただき、非接触
決済の促進に寄与した。

高年福祉課

22 昼食費支援事業
就学援助の対象世帯に、4・5月の休校
期間中の昼食費を1食当たり300円支
援する。

30,657,300 30,657,300
対象児童生徒3,204人の世帯へ昼食
費を支援した。

休校期間中の昼食費を支援し、就学
援助費受給世帯の負担を軽減するこ
とができた。

学校教育課

23 路線バス利用者維持臨時対策事業

路線バスの維持・確保のため、期間限
定（12～翌2月）で民間路線バス事業
者が発行する高齢者向け定期券の購
入に際し、販売期間に応じて一定金額
を負担する。

521,000 521,000

期間中販売数
・1か月券　442枚
・2か月券　135枚
・3か月券　110枚　　合計687枚

外出が必要な高齢者に路線バスを利
用してもらい、新型コロナの影響で利
用者が減少した路線バスの維持・確保
を図ることができた。

地域交通課
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24
置き配バッグの配布と宅配ボックスの
設置に対する補助

宅配便受取時の新型コロナウイルス
感染リスクを低減するため、住宅に宅
配ボックスを購入・設置する際の費用
を補助する。

23,194,400 23,194,400

アンケート調査への回答を条件とした
置き配バッグの配布を3,000世帯に対
して行った。据え置き型宅配ボックスの
購入及び設置に係る費用の補助を212
件に対して行った。

宅配便受取時の新型コロナウイルス
感染症の感染リスクの低減及び再配
達の減少による環境負荷への低減に
寄与した。
アンケート回答者の約２割が、コロナ
禍で宅配物の受け取りが不安と回答
し、約５割が、置き配バッグの利用によ
り再配達をほぼ全て減らせると回答し
た。

危機管理課

25
いちのみやフード応援企画～食べて応
援！食べてリラックス～

市内飲食店のテイクアウト又はデリバ
リーを利用した方、もしくはＳＮＳで応
援した方のうち応募された方から抽選
で100名に特産品等を贈呈する。また
商工会議所が管理するいちみんナビ
にテイクアウトやデリバリー可能な店
舗情報を掲載するとともに、スマート
フォン対応への改修費等を負担する。

1,436,000 1,436,000

応募は406件、飲食店利用金額は
1,117,920円の実績があった。
いちみんナビのテイクアウト事業者の
登録数は114件に上り、閲覧数も約13
万回あった。

感染対策と経済循環を両立させること
ができた。

産業振興課

26
一宮市観光協会公式ウェブサイトリ
ニューアル事業

”文化（モーニング”、”産業（尾州）”や
観光モデルコース等の新たなコンテン
ツを加え、スマートフォンに対応し、コン
テンツマネジメントシステムを導入し
て、公式ウェブサイトを一新する。 5,500,000 5,500,000

令和3年度から新サイトの運用を開
始。リニューアル初年度のアクセス数
は721,249ＰＶとコロナ禍前の令和元
年：597,716ＰＶから大幅増となった。

統一感のあるデザインに変更。スピー
ディーで魅力ある情報を発信するため
にスマートフォンページを自動生成で
きるコンテンツ・マネジメントシステムを
導入。さらに、「観光モデルコース」や
「お出かけ特集」などのコンテンツも新
たに追加して、観光資源を分かりやす
くＰＲし、コロナ禍において苦境にある
観光業等の支援に寄与した。

観光交流課

27
100周年記念るるぶ特別編集版の制
作

コロナウィルス収束後を見据え、地域
の多様な資源や特産品などを、ブラン
ド力のある「るるぶ特別編集版」を制作
し、安心安全な当市の魅力発信を効果
的に行う。

3,000,000 3,000,000

市制施行100周年を翌年に控え、同じ
く令和3年に創立100周年を迎える一宮
商工会議所と協力し、「るるぶ特別編
集版」を3万部製作。

発行元のＪＴＢが長年培ったノウハウ
やブランド力を生かし、「見る・食べる・
遊ぶ」を中心としたコンテンツを市内外
に発信することで、一宮市への旅行意
識の喚起や観光地への回遊性を高め
るなどコロナ禍における観光客の誘致
促進に繋がった。

観光交流課

28 一宮版ＧｏＴｏトラベル事業

全国で展開されるGoToキャンペーンと
連携し、当市内を周遊する旅行商品の
実証実験を行うことで、新型コロナウイ
ルスで冷え切った地域経済の活性化
と、今後の民間による旅行商品造成を
促す。

610,000 610,000

「ＧＯ　ＴＯ　一宮　文化！食事！お買
物！一宮満喫周遊ツアー」と題し、計4
回のツアーを開催（※第3回、4回はコ
ロナにより中止）。各回25名が参加。

利用者目線で安全性や利便性をブラッ
シュアップさせ、新たな観光ツアーの催
行に取り組むことで、コロナウィルス収
束後を見据えた当市の観光産業の潜
在力を確認することができた。

観光交流課

29
テレワーク・オンライン会議環境整備
事業

テレワーク及びオンライン会議の利用
促進のため、ソフトウェア・タブレットな
ど必要な環境を整備する。

2,609,618 2,609,618

購入（USB型シンクライアント及び無線
LAN子機100台、テレワークを行うため
に必要となるVPNライセンス100ライセ
ンス、タブレット端末30台、iPad4台、オ
ンライン会議用機器（マイクスピー
カー・カメラ）3台、Chromebook5台）
利用状況
・USB型シンクライアントを利用したテ
レワーク実施回数　1,388回（R2.9～
R3.3）
・タブレットを利用したオンライン会議①
配布によるもの　379回（R2.7～R3.3）
②貸出によるもの　55回（R2.9～R3.3）
・オンライン会議用機器　93回（R2.11
～R3.3）

テレワークやオンライン会議を実施す
ることにより、職員が接触機会を低減
することができ、感染拡大防止に効果
があった。

デジタル推進室
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30 成人式ライブ配信事業

市民会館で開催する成人式式典を各
中学校の新成人のつどい19会場にラ
イブ配信するとともに、リモートで式典
に参加できるようにする。

5,725,170 5,725,170

令和3年1月10日(日)午後1時～1時55
分に市民会館、市内各中学校の新成
人のつどい19会場で実施し、3,080人
の新成人が参加した。

ライブ配信やリモート中継を活用した
成人式を分散開催で行ったことによ
り、新型コロナウイルス感染症のクラス
ターが発生することなく、例年と同様の
参加率での成人式を開催することがで
きた。

青少年課

31 尾州オンライン展示会開催事業

一宮市を中心とした地域繊維産業へ
の支援として、幅広い工程の繊維関連
企業が参加可能なオンラインでの展示
会を開催することにより、商談機会を
喚起させるもの。

9,900,000 9,900,000

オンライン上における展示会のプラット
フォームを構築し、73社の企業が登録
した。

感染対策と経済循環を両立させること
ができた。

産業振興課

32 尾張一宮駅前ビルでのテレワーク支援

テレワークが推奨されているが、自宅
で作業が困難な場合があることから、
一時的に自宅以外で作業ができる場
所をｉビルに提供する。

1,841,620 1,841,620

以下の備品を購入した。

机　12台　1,260,600円
衝立　15枚　271,260円
椅子　24脚　309,760円

ｉビル内に作業ができる場所を提供す
ることで、テレワークを支援することが
できた。 指定管理課

33
ツインアーチ１３８入退場ゲート等導入
事業

キャッシュレス決済の普及、電子デー
タの利活用、対面等による感染拡大防
止のため、ツインアーチ138の券売機
及び入退場ゲートを購入するもの。

19,800,000 19,800,000

入退場管理システム（入退場ゲート・
発券機等）を購入し、令和３年３月２０
日より利用できるようにした。

　キャッシュレス決済の普及及び電子
データの利活用を行い、対面接客の減
とﾂｲﾝｱｰﾁへの入館者数を把握しての
営業によりコロナ対策を行った。

公園緑地課

2,059,721,700 1,076,183,583

(1,984,977,800) (1,002,993,983)

1,605,120 1,605,120

ウェブサイト「ねこの目システム」を導
入し、混雑状況がウェブサイトで分か
るようになった。

市民がウェブサイト上で窓口の混雑状
況を把握することで、密になる状況を
回避できた。

市民課

500,060 500,060

令和3年2月25日の稼働後、混雑状況
配信システムへのアクセス数は、
　R3.2：984件　　R3.3：1,231件
　R3.4：731件　　R3.5：668件
　R3.6：470件　　R3.7：425件
　R3.8：356件　　R3.9：348件
となっており、導入初期以降も安定して
利用されている。

混雑状況をウェブサイトで確認すること
により、窓口での待ち時間が分散さ
れ、感染拡大の未然防止(３密対策)に
寄与した。
（市民課と同時に導入したことによる相
乗効果もあった。）

保険年金課

36
窓口手数料等キャッシュレス決済拡大
事業

キャッシュレス支払いに対応する窓口
及び対応ペイメントについて拡大する。

1,510,216 1,510,216

令和３年４月１日から市民税課、資産
税課、市民課、尾西事務所窓口課、木
曽川事務所総務窓口課の５課で利用
できるようにした。
《令和３年度利用率》
3.92％（件数ベース）

決済方法の多様化も同時に図り、利便
性が向上し、非接触決済による感染防
止を促進することができた。

会計課

教育部総務課34
GIGAスクール構想整備事業
【繰越事業】

オンライン・遠隔教育に必要な端末を
整備する。

35

本庁舎1階待合スペースにおける3密
対策

市民課・保険年金課の窓口の混雑状
況（待ち人数）をウエブサイトで表示す
る。国民健康保険事業会計に繰り出
し、保険年金課分を整備する。

学習者用端末を29,684台等の機器と
高速ネットワークを整備した。

多様な子供たちを誰一人取り残すこと
なく、公正に個別最適化され、資質・能
力が一層確実に育成できる１人１台端
末環境を整備することができ、コロナ
禍における新しい生活様式に合わせ
た教育環境の整備に寄与した。
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37
一宮市立市民病院オンライン環境整
備事業

医療従事者の感染リスクと負担の引き
下げ、及びテレワーク導入を可能とす
るための環境整備として院内携帯端末
を更新する。

3,323,265 3,323,265

・従来より医療従事者（医師・看護師
等）に貸与していた携帯電話（ガラ
ケー）346台を、スマートフォンへ移行し
た。
・オンライン会議用に、スピーカー及び
カメラを購入した。

・以前使用していたガラケーでは行え
なかった膨大なデータのやりとりを可
能とし、コロナによる業務の相当な負
担軽減に繋がった。
・各自スマートフォンのZoom等のアプ
リを使用し、web会議に参加する事を
可能とし、感染拡大防止に効果があっ
た。
・様々な職種において、オンライン会議
用のパソコンに繋ぐスピーカー及びカ
メラを利用することによってweb会議、
web打合せ、web講義に参加でき、感
染拡大防止に効果があった。

市民病院管理課

39
新型コロナウイルス感染症に関する誹
謗中傷を受けた方への支援

新型コロナウイルス感染に関する誹謗
中傷や差別行為を受けた市民に弁護
士の相談料にかかる費用を補助する。 62,000 62,000

個別相談委託料22,000円
(2名に対し、1時間ずつ相談を実施)
基本委託料10,000円×4か月

新型コロナウイルス感染に関する誹謗
中傷や差別行為を受けた市民が弁護
士に相談でき、問題を解決できた。 行政課

3,645,950 3,645,950

アルコール消毒液3,402Lと500 ボト
ル150本を購入し、市施設や市主催の
会議等で使用した。

施設入口、窓口、会場等に配置するこ
とで、来庁者や市職員の感染拡大の
未然防止に寄与した。

契約課

539,638 539,638
各出張所の受付窓口に飛沫防止パー
テーション計54台を整備した。

飛沫防止パーテーションにより新型コ
ロナへの感染防止・予防ができた。 市民課

3,211,527 3,211,527

飛沫防止ボード　　533枚
サーキュレーター　　  6台
検温装置　　　　　　  　2台
を購入し、感染対策のために使用し
た。

本庁舎窓口や会議室等に設置するこ
とにより、感染拡大の未然防止に寄与
するとともに、来庁者、職員に対して安
心して利用できる環境を提供すること
ができた。

資産経営課

213,950 213,950

飛沫感染防止パネルを20台窓口に設
置した。

木曽川庁舎総務窓口課カウンター窓
口に設置することにより、感染拡大の
未然防止に寄与するとともに、来庁
者、職員に対して安心して利用できる
環境を提供することができた。

木曽川事務所総
務窓口課

41 税務申告等の感染症対策

申告受付会場での感染症対策として、
事前予約システムを導入するととも
に、特別徴収義務者用税額通知の電
子化を行うため、システム改修を行う。

1,118,975 1,118,975

・申告予約システムを導入して完全予
約制を実施し、7,004件の申告受付を
行った。

・システム改修をし、特別徴収義務者
用税額通知の電子化を行った。

・申告予約制にすることにより、来場者
の待ち時間が最大約3時間から約15分
に短縮できた。
・会場での密の状態が解消でき、新型
コロナウイルス感染症拡大防止に寄与
し、安心安全な申告体制を確保でき
た。
・特別徴収義務者用税額通知の電子
化を行い、紙媒体による接触の機会を
減らすことで感染対策に寄与した。

市民税課

42 高齢者インフルエンザ予防接種事業

インフルエンザとの同時流行を避ける
ため、高齢者インフルエンザ予防接種
の無料化に伴う接種者増への対応を
行う。

172,622,760 67,699,260

高齢者インフルエンザ防接種数70,862
人（接種率68.8％）

例年より接種数、接種率とも高く、イン
フルエンザ罹患率も低く抑えられ、コロ
ナとの同時流行を避けることができ
た。

保健予防課

40 本庁舎等業務環境改善事業

窓口および業務（申告受付）等におけ
る感染機会を削減するため、飛沫防止
ボードやサーキュレーターなどを整備
する。
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43
介護施設への新規入所者に対する
PCR検査料の助成

大規模な介護保険施設に入所を予定
している高齢者にPCR検査を実施し、
クラスタ―発生のリスクを減少する。
(自己負担1,000円/人)

103,950 96,950

2施設、7人が入所前のPCR検査を利
用した。

施設入所前のPCR検査が促進され、
大規模介護保険施設での感染拡大の
未然防止に寄与した（対象24施設中、
2施設が活用）

介護保険課

44
キャッシュレス決済による消費喚起及
び感染症対策

消費喚起、３密対策として、キャッシュ
レス決済時に10%のポイント還元を1か
月間行う。 75,209,803 75,209,803

令和3年2月の1か月間実施し、店舗取
引額が対前月比2.5倍となり、消費者
へのポイント還元総額が72,527,788円
となった。

非接触決済が促進され、感染対策とと
もに、市内事業者の事業継続に寄与し
た。 産業振興課

45 ６次産業化推進事業

六次産業化の認定を受けた地元産あ
いちのかおりの米粉や地産品を使い、
アレルギー対策や健康志向に配慮す
るだけでなく、感染防止の観点から持
ち帰りがしやすい商品開発を行う。 2,691,500 35,000

６次産業化・地産地消推進協議会委員
報償費（5,000円×7委員）を支出

６次産業化・地産地消推進協議会を開
催。一宮市６次産業化・地産地消推進
計画に基づき地産地消を進めるため
「いちのみや野菜プロジェクト」などの
実施を協議し、地元農産物のPRを進
めることでコロナ禍において需要が大
きく減少した生産者支援に寄与した。

農業振興課

46 教職員オンライン研修環境整備事業

教職員の研修会をオンラインに変更し
て開催するために必要な備品の購入
及びｅラーニングシステムを導入する。

19,622,482 19,622,482

・オンライン研修環境整備用備品とし
て、電子ホワイトボード2台（スタンド含
む）、パソコン2台、プリンター3台（設置
台含む）、ビデオカメラ3台（三脚含
む）、ビデオライト3台、動画編集ソフト2
本、スピーカー3台、ライブプロダクショ
ンスイッチャー2台、Webカメラ9台を購
入した。
・最大で100人が同時に研修を受講す
ることができるｅラーニングシステムを
導入した。

オンライン環境を整備することにより、
人との接触が避けられる研修会を開
催することができ、感染拡大防止に効
果があった。

学校教育課

792,000 792,000

(792,000) (792,000)

792,000 792,000

(792,000) (792,000)

792,000 792,000

(792,000) (792,000)

48 展覧会映像制作事業

市内小学生の博物館団体見学が感染
防止のため中止になったことから、展
示物を紹介する映像を作成し、学校で
の授業に活用する。

498,300 498,300

企画展「くらしの道具」に来館すること
ができなくなった市内42校の小学校3
年生に対し、映像で展示資料を紹介し
た。

映像制作に精通した業者に委託し、子
どもたちに分かりやすい映像を作成す
ることができ、コロナ禍において学校の
感染対策（団体見学の中止等）に沿っ
た学習機会の提供に寄与した。

博物館管理課

博物館管理課

尾西歴史民俗資
料館

47
博物館等感染対策事業
【繰越事業】

来館者が長く滞留するギャラリーや催
事開催時に、ウイルス除去をするた
め、空気清浄機を購入する。

三岸節子記念美
術館

2台を購入。令和3年度夏の企画展
（3,886人)、子どもワークショップ(69
人)、企画展「妙興寺の文書」(1,071
人)、企画展「一宮市現代作家美術秀
選展」（1,327人)、企画展「くらしの道
具」(4,202人)などに使用。

感染対策のための設備を整備し来館
者の安心を高め、展覧会や催し物を予
定どおり実施することが出来た。

2台を購入。令和3年度の市民ギャラ
リー（貸出30回）および研修室（貸出32
回、講座等延べ417人受講）にて使用。

感染対策のための設備を整備し来館
者の安心を高め、市民ギャラリーの利
用や研修室の貸し出し、講座を予定ど
おり実施することができた。

2台を購入。令和3年度企画展「おばけ
のマール絵本原画展」（5,985人）、特
別展「石本正展」（4,461人）、特別展
「貝殻旅行」（4,171人）などに使用。

感染対策のための設備を整備し来館
者の安心を高め、展覧会や催し物を予
定どおり実施することが出来た。
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49 博物館等映像配信機器導入事業

来館しなくとも芸術文化に触れられる
機会を提供するため、展覧会や講座
等を動画で記録・編集し、オンライン配
信を実施する。

584,793 584,793

動画編集ソフト、動画編集用パソコン、
配信・投影用軽量パソコンを購入。令
和2年度特別展「丸木位里展」講演会、
ミュージアムコンサートなどに使用。

来館が不安・困難な方に事業を発信す
るとともに、館内の三密を軽減すること
もできた。 博物館管理課

50
子ども・子育て支援交付金
【国庫補助】

学校が新型コロナウイルス感染症対
策のため臨時休業時に、放課後児童
クラブを午前中から運営する体制を整
えるため。

92,707,091 30,903,091

臨時休業期間中すべての放課後児童
クラブで朝7：30から開所し、臨時の児
童受け入れを行った。

共働き家庭の保護者が就労を継続す
るための環境等を維持し、また学校の
臨時休業を円滑に進めるための一助
となった。

子育て支援課

51
教育支援体制整備事業費補助金
【国庫補助】

（補習等のための指導員等派遣事業）
・新型コロナウイルスの影響により多
忙となっている教師の負担軽減を図る
ため、授業準備の補助、教室内の換
気や消毒などを教師に代わって行うス
クールサポートスタッフを配置する。
・休校となった4・5月分の授業時間を
確保するため、夏季休業期間の一部
に授業を行うことに伴い学習指導員を
配置する。

20,891,817 6,964,817

・サポートスタッフは、7月から翌年3月
までの9か月間、小中併せて60校に83
人を配置した。

・学習指導員は、夏季休業期間中に小
中併せて45校に65人を配置した。

※内容は事業番号11との合計。

・教師の業務支援を行うスクールサ
ポートスタッフを配置することで、感染
対策などにより多忙となった教師の負
担を軽減することができた。また、サ
ポートスタッフが実施する教室内の換
気や消毒等により、十分な感染対策を
講じた学習環境を提供することができ
た。
・夏季休業期間を短縮して行う授業に
おいて学習指導員を配置することで、
休校期間中に実施できなかった授業を
補うことができた。

学校教育課

7,652,955 3,825,955 教育部総務課

39,600 20,600
教育部総務課（学
校教育課）

98,844,871 49,467,871 教育部総務課

247,808 124,808
教育部総務課（学
校給食課）

54
学校臨時休業対策費補助金
【国庫補助】

（学校給食費返還等事業）
学校の設置者が学校の臨時休業（令
和2年3月2日から春季休業の開始日
の前日までの間）に伴う学校給食休止
に係る学校給食費を保護者に対して
返還等するための経費を支援する事
業に対して補助を行うことにより、保護
者の負担軽減等に資する。

20,834,612 5,209,612

保護者への学校給食費の返還等に係
る経費（主食〔パン、米飯、めん〕分
12,229,812円、牛乳分8,604,800円の食
材のキャンセル費等）を支援するた
め、一般財団法人一宮市学校給食会
を通じて公益財団法人愛知県学校給
食会に20,834,612円を支払った。

臨時休業期間の学校給食費を保護者
へ返還等することに繋がり、保護者の
負担軽減等に寄与した。

学校給食課

55
公立学校情報機器整備費補助金
【国庫補助】

(学校からの遠隔学習機能の強化事
業)
多様な子どもたちを誰一人取り残すこ
とのない、公正に個別最適化された学
びを実現することを目的とする。

344,960 172,960

Ｗｅｂカメラを64台購入し、小中学校等
に設置した。

同時双方向で教師と児童生徒とのやり
とりを円滑に行うことが可能となり、学
校からの遠隔学習機能が強化された。
コロナ禍における新しい生活様式に合
わせた教育環境の整備に寄与した。

教育部総務課

57
障害者総合支援事業費補助金
【国庫補助】

(在宅障害者等に対する安否確認等支
援事業)
電話・訪問による安否確認や専門的な
助言を行うことにより、在宅障害者等
の安心・安全確保を図る。

1,772,269 886,269

229人の在宅障害者等に対して、電
話・訪問による安否確認等を行い、安
心・安全確保を図った。

在宅障害者等の安否確認等を行い、
適切な相談機関の紹介や専門的な助
言を行うことで、コロナ禍における在宅
障害者等の支援に寄与した。

障害福祉課

53
学校保健特別対策事業費補助金
【国庫補助】

（学校再開に伴う感染症対策・学習保
障等に係る支援事業）
感染リスクを最小限にしながら学校を
再開し、十分な教育活動を継続するた
め、学校における感染症対策を徹底し
ながら児童生徒の学びの保障をする
体制を整備する。

52
学校保健特別対策事業費補助金
【国庫補助】

（感染症対策のためのマスク等購入支
援事業）
学校再開等にあたり集団感染のリスク
を避けるため、保健衛生用品等を購入
し、児童生徒が安心して学ぶことがで
きる体制を整備する。

各学校において、マスク、消毒液等の
保健衛生用品等を購入した。

各学校において、学校内の消毒や、換
気に必要なサーキュレーター等の備品
購入を行った。

学校内での感染症拡大防止に寄与し
た。

学校等での感染症拡大防止に寄与し
た。
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58
障害者総合支援事業費補助金
【国庫補助】

(新型コロナウイルス感染拡大に伴う地
域活動支援センターや日中一時支援
事業の受け入れ体制強化等)
市内の事業所に対し新たな人員増の
人件費及び感染防止対策に必要な消
毒液等の購入費等を補助する。

974,201 244,201

地域活動支援センター（2施設） および
日中一時支援事業所（3事業所）に新
型コロナウイルス感染拡大防止対策に
係る消耗品費、備品購入費を補助し
た。

新型コロナウイルス感染拡大防止対
策をすることができ、安心、安全にサー
ビスの提供をすることができた。

障害福祉課

59
障害者総合支援事業費補助金
【国庫補助】

(新型コロナウイルス感染拡大に伴う
「訪問入浴サービス」等体制強化事業)
(訪問入浴サービス)
訪問入浴サービス実施事業所に対し
感染防止対策に必要な消毒液等の衛
生用品の購入費を補助する。

(移動支援事業)
市内の事業所に対し感染防止対策に
必要な消毒液等の衛生用品の購入費
を補助する。

214,532 54,532

（訪問入浴サービス）
訪問入浴サービス実施事業所（1事業
所）に新型コロナウイルス感染拡大防
止対策に係る消耗品費を補助した。

（移動支援事業）
移動支援事業所（3事業所）に新型コロ
ナウイルス感染拡大防止対策に係る
消耗品費を補助した。

新型コロナウイルス感染拡大防止対
策をすることができ、安心、安全にサー
ビスの提供をすることができた。

障害福祉課

60
障害者総合支援事業費補助金
【国庫補助】

(特別支援学校等の臨時休業に伴う放
課後等デイサービスへの支援等事業)
学校等の臨時休業に伴い発生した
サービス増加分報酬差額の利用者負
担分を市が負担する。

499,488 125,488

実利用者数：57人。55事業所にてサー
ビス提供。

小学校等の臨時休校に伴う放課後等
デイサービスの利用の増加等による保
護者の費用負担を軽減することができ
た。 障害福祉課

61
生活困窮者就労準備支援事業費等補
助金
【国庫補助】

(自立相談支援機関等の強化事業)
住居確保給付金の支給事務のため、
事務職員を雇用し、円滑な事務処理を
図る。

655,010 164,010

前年度より大幅に申請者数が増加し、
その申請書類を処理する為、令和2年
8月から事務職員を1名雇用した。

大幅に増加した事務処理が捗り、円滑
な事務処理に寄与した。コロナ禍にお
いて支援を必要とする方に対し、迅速
に支給することができた。

福祉総務課福祉
総合相談室

62
生活困窮者就労準備支援事業費等補
助金
【国庫補助】

(感染症拡大に伴う面接相談等体制強
化事業)
新型コロナウイルス感染症拡大に伴う
生活相談に対して、よりきめ細やかな
対応を行う。

3,061,133 766,133

増加傾向にある生活保護相談の窓口
対応のため、令和２年度より面接相談
員１名を雇用した。

年々増加する窓口相談に対し、時間を
かけて話が聞けるようになり、より相手
により沿った対応、案内を通してコロナ
禍において苦境にある方の支援に寄
与した。

生活福祉課

63 自宅療養者見守り事業

自宅療養者(コロナ感染者)の希望者
に、血液中の酸素濃度を確認するため
のパルスオキシメータを貸与する。 1,705,000 1,705,000

パルスオキシメータ　100台 新型コロナウイルス感染症患者の自
宅療養を支援することができた。

保健予防課

119,364,478 119,364,478

(119,364,478) (119,364,478)

4,546,722 4,546,722

(2,174,580) (2,174,580)

市民課

高年福祉課65

要介護1以上の高齢者のワクチン接種
に係る接種会場までのタクシー初乗運
賃を助成

64
一宮市新生児特別給付金事業
【繰越事業】

令和3年4月1日の出生届の提出から
令和4年4月1日までに生まれた新生児
を対象として、その父または母に給付
金（5万円/人）を支給する。
コロナ禍において出生数の減少が見
込まれ、継続した支援が必要である。

令和2年度からの繰り越し事業。延べ
2,385人の新生児の保護者に5万円/人
を支給することができた。

国の特別給付に該当しない新生児の
保護者に給付することでコロナ禍にお
ける当該世帯の経済的負担軽減の一
助となった。

利用人数　816人
利用回数　2,667回

外出が困難な高齢者のワクチン接種
を支援することができた。

高齢者新型コロナウイルス感染症対
策支援事業【繰越事業】
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66 一宮市感染防止対策協力支援金

県の時短要請の対象外施設に対し、
緊急事態宣言期間中に県「安全・安心
宣言施設」等の掲出を条件に支援金を
支給する。

26,000,000 26,000,000

事業所325件に補助金を交付した。 感染対策と経済循環を両立させること
ができた。

産業振興課

20,250,000 20,250,000

(20,250,000) (20,250,000)

110,552,000 110,552,000

(110,552,000) (110,552,000)

69
新型コロナウイルス感染症対応業務シ
ステム導入事業

中核市移行に伴い新たに行う保健所
業務において、新型コロナウイルス感
染症患者の自宅療養・施設入所や措
置入院の履歴管理、療養証明書や入
院費公費負担申請書の作成など、感
染症患者への対応を一元的に管理し
効率的に行えるようシステムを整備す
る。

17,999,300 17,999,300

就業制限通知　18,216件
入院勧告通知等　3,572件

就業制限通知等について、効率的に
作成できるようになったことで、早期に
通知を送付できるようになった。

保健予防課

22,263,447 22,263,447

(22,263,447) (22,263,447)

合計 5,344,916,917 3,558,342,400

(2,264,153,817) (1,282,170,000)

※ この一覧は「令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施計画」（一宮市分）に掲載された事業のうち、臨時交付金を活用（充当）した事業を対象としています。充当していない事業は
掲載していません。

※ 【国庫補助】は新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金以外の国庫補助事業の地方負担分に対して臨時交付金を充当した事業です。
※ 令和３年度への繰越事業は事業名称に【繰越事業】を付しています。
事業費、充当額について、（　）内の数字は事業全体の事業費、充当額の内、令和３年度繰越分を記したものです。

※ 事業担当課名は実施状況及び効果検証の作成・公表時の担当課名です。

67
一宮市雇用調整助成金申請支援金事
業
【繰越事業】

雇用調整助成金を活用して雇用維持
に努める事業者を支援するため、１事
業者あたり５万円の支援金を支給す
る。

事業者405件に補助金を交付した。 事業規模の一時的な縮小を行った事
業者の雇用維持に寄与した。

70
特別障害者手当等受給者臨時給付金
【繰越事業】

特別障害者手当、障害児手当、在宅
重度障害者手当の経過的福祉手当の
いずれかの受給者（R2年度末受給者）
に5,000円を支給する。
対象者は、感染症リスクも高いため自
宅生活を余儀なくされている。障害福
祉サービスを受ける機会も減り、介護
負担の増加や就労機会の減少のため
経済的な支援を行うもの。

令和3年3月分特別障害者手当等受給
者3,961名に、1人あたり5,000円を給付
した。

新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、特別障害者手当等の受給者である
重度障害者が在宅生活を余儀なくされ
る場合が多く、その介護者も負担が増
え、就労機会が減少するリスクが高ま
る中で、臨時的な給付を行うことで福
祉の増進に効果があった。

68
新しい生活様式対応事業所設備等
【繰越事業】

【繰越事業】
感染拡大による事業環境の変化に対
応するため、事業者に対し設備費等に
係る経費の一部を補助する。

事業者1,109件に1店舗最大10万円の
補助金を交付した。

感染対策しながら経済活動を促進さ
せ、事業継続に寄与した。

産業振興課

産業振興課

障害福祉課
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